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研究成果の概要（和文）：本研究では、1969 年にドイツ連邦共和国（西ドイツ）の首相となる

ヴィリー・ブラントの東方政策（Ostpolitik）について、ヨーロッパにおける冷戦の終焉との

関係に着目した研究を行った。二年間の研究期間に、単著と共著の刊行、雑誌論文、国際セミ

ナーを含む学会報告などの研究成果得た。そこでは西ドイツ政府が、東方政策の成果を、1975

年のヘルシンキ最終文書署名に至るヨーロッパ安全保障会議（CSCE）の開催によって「多国

間化」すべく、積極的に働きかけていた点を明らかにし、それが冷戦の終焉にいかなる影響を

与えたのかについての考察を行った。 

 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to consider how the Ostpolitik of 

Willy Brandt contributed to ending of the Cold War in Europe and the German unification 

in 1990. The Federal Government tried to confirm the results of bilateral Ostpolitik in the 

late 1960s and the 1970s in the multilateral framework of the Conference on Security and 

Cooperation in Europe (CSCE), which could make a certain contribution to ending the Cold 

War in the long term. 
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１．研究開始当初の背景 

 1960 年代から 70 年代のブラントの「東方
政策」については、それがドイツ外交にお
ける重要な転機であったことから、既に多
くの研究が発表されている。特に 1990 年以
降は、冷戦構造の崩壊と東西ドイツ統一と
いう新たな事実に対していかに位置づけら

れるか、その評価は揺れている。すなわち、
ソ連や東欧諸国との関係改善を図った東方
政策が、果たしてヨーロッパにおける冷戦
の終焉やドイツ統一にいかなる寄与をなし
たのかが重要な論点となっているのである。 
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 そこで本研究では二カ年に渡りブラント
の東方政策に関して次の四点に注目して分
析を試みた。 

 

・東方政策の立役者バール（Egon Bahr）
の「接近による変化」構想と、分断克服の
ための長期的戦略たる欧州安全保障体制
構想の分析  
・バール構想の実現過程としてのブラント
政権の東方政策について、主にソ連、ポー
ランド、東ドイツとの交渉を中心に実証研
究  
・ソ連・東欧諸国との交渉と並行した西側
諸国との意見調整の詳細な検討  
・西ドイツ国内における東方政策をめぐる
与野党の対立と並行する国際交渉との相
互作用の分析 

 

以上の四点から分析することで、ブラントの
東方政策がヨーロッパの東西冷戦全体やヨ
ーロッパにおけるドイツ外交史研究に対し
て持つ意義を明らかにし、さらには西ドイツ
国内の政治情勢との相互作用に着目するこ
とで、実証研究にとどまらない理論的意義を
探った。 

 

３．研究の方法 

 本研究では、ブラントの東方政策と冷戦の
終焉の関係について、30 年公開原則で利用可
能になって間もないドイツの政府機関の外
交文書や未刊行文書等を用いる外交史的な
研究方法を軸として、先に述べた四点から多
角的に研究した。2011 年 3 月及び 8‐9 月の
二回に渡り訪れた文書館は以下のとおりで
ある。 

 

・ドイツ･ボンのフリードリッヒ･エーベルト
財団の文書館に所蔵されているブラントや
バール等の SPD の代表的な政治家の個人文
書や未刊行史料  

・コブレンツの連邦文書館に保管されている
西ドイツ歴代政権に関わった政治家の個人
文書や東方政策に関連する省庁の文書 

・ボン近郊のアデナウアー財団の文書館にあ
る CDU の主要政治家の個人文書や党議事録 

・ベルリンのドイツ外務省所蔵の未刊行外交
文書 

 

以上の史料調査に加え、現地にて開催された
セミナーにも参加し、そこでドイツ外交に関
する専門家らとの意見交換も行った。そして
日本国際政治学会をはじめとした国内外の
学会で研究成果を報告し、さらには雑誌論文
や図書によってその成果を発信した。 
 
４．研究成果 
 本研究で得られた研究成果としては、広範

な一次史料や先行研究を踏まえ、東方政策を
構想から政策の実施段階まで詳細に分析し
た点をあげることができる。東方政策構想の
核となるバールの構想や、ソ連や東ドイツと
の交渉を検討したことと併せて、とりわけ米
英仏を中心とした西側諸国との意見調整に
ついて、1970 年のモスクワ条約締結や 1975
年のヘルシンキ最終文書に至る過程につい
て詳細に検討した。これは、従来の東方政策
研究では不十分だった西側との関係につい
て、東側との交渉に目配りしつつ外交史的ア
プローチから包括的に考察した点において、
この分野における研究に貢献できると考え
られる。そして外交交渉と西ドイツ国内政治
の相互作用に関しても分析を加えることで、
外交と内政の関係についての国際関係論に
おける理論的示唆を得ることができた。今後
は、戦後西ドイツにおけるブラント政権期の
外交政策の位置づけに関してさらに詳細に
検討するためにも、その前のブラントが外相
を務めた大連立政権期（1966-69 年）や、ブ
ラントを後継したシュミット（ Helmut 
Schmidt）政権期（1974-82年）の研究を進め
ていくことを予定している。 
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